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＼活動する農業委員会／

　農業委員会長　　３年間を振り返って…
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 小山町では、農地等利用の最適化を推
進し、農業の担い手に積極的に集約する
ため、令和２年の農業委員及び農地利用
最適化推進員改選に伴い、推進体制を見
直し、各委員が連携して推進できるよう、
新たに農業最適化部会を農業委員会の中
に設置しました。
 このことにより、条件の比較的良い農
地については、農地の集積が進み、それ
までの農地集積の実績の５倍以上となる
25.7ha（令和２年度）、22.7ha（令和３
年度）、29.0ha（令和４年度）と農地の
集積面積を飛躍的に伸ばすことができま
した。

    私は、平成26年に農業委員に就任し、３期（９年
間）農業委員を務めさせていただきました。農業委
員として活動するうちに、農業の担い手不足や農地
の荒廃化等、地域農業が抱える課題を目の当たりに
し、将来の農業の在り方や変化する農業情勢に対応
できる強い営農活動等、私達農業委員が担う役割に
ついて真剣に考えるようになりました。特に会長に
就任した３年間は、新型コロナウイルス感染症拡大
に伴い、活動が制限され、思うような活動ができな
い中、農業委員・農地利用最適化推進委員の皆様と
共に、担い手への農地の集積や、新規取り組みであ
る「荒廃農地の非農地化」等、様々な活動を行うこ
とができ、実績を残すことができました。
 会長として努めた３年間、皆様本当にありがとう
ございました。

小山町農業委員会長 岩田 正治（原向）
【令和２年７月～令和５年７月】
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     積極的な参加をお願いします

地域計画（ 人 ・ 農 地 プ ラ ン ） の策定を行います

１．農地をめぐる現状
（１）全国的に高齢化・人口減少が本格化する中で、農業者の減少や耕作放棄地の
  拡大がさらに加速化し、地域の農地が適切に利用されなくなるおそれがあり、
  小山町の農業も例外ではありません。

（２）生産の効率化や農業の成長産業化に向け、農地が利用されやすくなるよう、
  地域の目指すべき将来の具体的な利用の姿等を描き、分散錯圃の状況を解消し
  て、農地の集約化等を進めるとともに、人の確保・育成を図る措置を講ずる
  ことが必要です。

（１）「地域計画」の策定方法について
   地域における農業の将来の在り方等
  について、協議の場を設け、その結果
  を踏まえ町が策定

（２）地域計画策定期限
    令和７年３月末まで

（３）町内７つの地区に分かれて策定

２．地域計画（人・農地プラン）の策定

（１） 農業の将来の在り方について
 （例）米から野菜等の高収益作物への転換

（２） 農業上の利用が行われる区域について
    今後も農業上の利用が行われる農用地の
   区域について協議

（３）その他必要な事項について
 （例）・農用地の集積・集約化の方針
    ・基盤整備事業への取組方針
    ・多様な経営体の確保・育成の取組方針
    ・農作業受託の活用方針 等

    

３．地域における協議内容

※協議の中で、(緑)農業上の利用が行わる
 区域と(茶)保全等を進める区域に整理

緑の区域：農業経営基盤強化促進法に基づ
     く地域計画へ
茶の区域：農山漁村活性化法に基づく活性
     化計画へ

地域の農地利用区域地図（イメージ）

基幹的農業従事者の減少と高齢化が進展

今後、地区協議の場に ・ ・ ・ ・ ・

町内各地区（７地区）で



農 業  部 会

農 業  部 会

農 業  部 会

 農業政策部会では、「おやま農業委
員会だより」を年間２回発行すること
で、農業振興に係る情報や町農業委員
会の様々な取り組みを町内の農家に向
け発信しました。
 その他にも小山町農業版BCP(事業継
続計画）の検討など、農業の振興に寄
与しました。

 農業最適部会では、B農地（再生利用
困難な農地）の非農地化（地目を農地
から外す取り組み）を行い、約４haの
農地を山林等の現況に合った地目に変
更する手続きを行いました。

 農業振興部会では、足柄ふれあい
農園を利用し、農業初心者に向けた
野菜の植え方や農機具の使い方等の
講習会を行い、将来の農業の担い手
の育成を行いました。
 また、遊休農地を活用し、蜜源作
物の栽培を行う「秘蜜の花園作戦」
を展開するなど、多岐にわたる事業
を力強く推進しました。

【主な活動】
 農業委員活動の広報、情報収集の
取組みに関すること。

【主な活動】
 農地の保全・有効活用などの取組み
に関すること。

【主な活動】
 地域農業の振興や産地化推進作物
の育成などの取組みに関すること。

政策・振興・最適
小山町農業委員会

活動報告３部会
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小山町農業委員会「秘蜜の 作戦」が
                                 静岡県農地利用最適化活動事業で                        を受賞

 静岡県農業再生協議会では、農地利用
の最適化を推進するため、他の地域の模
範として波及効果が期待できる耕作放棄
地の再生活動及び農地集積・集約化の推
進活動等について表彰を行っています。
 この度、小山町農業委員会が実施した
「秘蜜の花園作戦」が「優良賞」を受賞
しました。

【秘蜜の花園作戦とは】
 荒廃農地やそのおそれのある農地の有効
活用を目的とし、比較的低コストで栽培で
きる蜜源作物やサツマイモなどを作付けす
る農業生産方法をモデル的に実施しました。

【写真】令和4年度ふじのくに農地有効活用シンポジ
    ウムにて小山町農業委員会が「優良賞」を受賞

の操縦講習会を開催

 町内において、大型区画のほ場整備が進み、省
力・低コスト農業の実現のため、農業機械の効率
的で安全な利用が求められています。
 そこで、小山町農業総合推進協議会は、ドロー
ンの効率的かつ安全な活用を推進するため、町内
の認定農業者、中山間地域等直接支払交付金制度
に取り組む農業者等に対して講習会を令和５年２
月に開催しました。
 講習会では、農業用ドローンの現状や操作説明、
安全・効率的な操作について学びました。

Whir…

【写真】秘密の花園の様子（下谷）


